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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
の

施
行
及
び
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関

係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
派
遣
先
が
講
ず
べ

き
措
置
に
関
す
る
指
針
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
七
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
の
一
部
改
正
）

第
一
条

派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
一
年
労
働
省
告
示
第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二

派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置

第
二

派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置

十
八

紹
介
予
定
派
遣

十
八

紹
介
予
定
派
遣

㈠
・
㈡

（
略
）

㈠
・
㈡

（
略
）

㈢

派
遣
先
が
特
定
等
に
当
た
り
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労

㈢

派
遣
先
が
特
定
等
に
当
た
り
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第

働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

百
三
十
二
号
）
第
十
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
講
ず
べ
き
措
置

四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
九
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
講
ず
べ
き

措
置

①
・
②

（
略
）

①
・
②

（
略
）

㈣
・
㈤

（
略
）

㈣
・
㈤

（
略
）
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（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
大
量
の
雇
用
変
動
の
通
知
の
様
式
を
定
め
る
件
の
一
部
改
正
）

第
二
条

平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
号
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
大
量
の
雇
用
変
動
の
通
知
の
様
式

を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

雇
用
対
策
法

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業

様
式
（
表
面
）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

（
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
の
一
部
改
正
）

第
三
条

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
十
九
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一

趣
旨

第
一

趣
旨

こ
の
指
針
は
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安

こ
の
指
針
は
、
雇
用
対
策
法
第
八
条
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
事
業
主
が

定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三

適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
が
講
ず
べ
き
必
要
な
措
置

十
二
号
）
第
七
条
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
こ

に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
が
講
ず
べ
き
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
で
あ
る
。

第
二

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず

第
二

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方

る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方

事
業
主
は
、
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並

事
業
主
は
、
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、
雇
用
対
策
法
、
職
業
安
定
法
（

び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
、
職

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営

業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
、
労
働
者
派
遣
事
業
の

の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第

適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六

八
十
八
号
。
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和

十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
、
雇
用
保

四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四

険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二

十
九
号
）
、
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
、
労
働

年
法
律
第
四
十
九
号
）
、
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七

安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
労
働
者
災
害
補
償
保

号
）
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
労
働
者

険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法

災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
、
健
康
保
険
法
（
大

律
第
七
十
号
）
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第

等
の
労
働
関
係
法
令
及
び
社
会
保
険
関
係
法
令
（
以
下
「
労
働
・
社
会
保
険

百
十
五
号
）
等
の
労
働
関
係
法
令
及
び
社
会
保
険
関
係
法
令
（
以
下
「
労
働

関
係
法
令
」
と
い
う
。
）
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
労
働
者
が
適
正

・
社
会
保
険
関
係
法
令
」
と
い
う
。
）
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
労

な
労
働
条
件
及
び
安
全
衛
生
を
確
保
し
な
が
ら
、
在
留
資
格
の
範
囲
内
で
そ

働
者
が
適
正
な
労
働
条
件
及
び
安
全
衛
生
を
確
保
し
な
が
ら
、
在
留
資
格
の

の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
し
つ
つ
就
労
で
き
る
環
境
が
確
保
さ
れ
る
よ

範
囲
内
で
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
し
つ
つ
就
労
で
き
る
環
境
が
確

う
、
こ
の
指
針
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で

保
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の
指
針
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講

あ
る
。

ず
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
・
第
四

（
略
）

第
三
・
第
四

（
略
）
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第
五

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
状
況
の
届
出

第
五

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
状
況
の
届
出

事
業
主
は
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定

事
業
主
は
、
雇
用
対
策
法
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
附
則
第
二
条
第
一
項

及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
附
則
第

の
規
定
に
基
づ
き
、
新
た
に
外
国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
若
し
く
は

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
た
に
外
国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場

そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
が
離
職
し
た
場
合
又
は
平
成
十
九
年
十
月
一

合
若
し
く
は
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
が
離
職
し
た
場
合
又
は
平
成
十

日
の
時
点
で
現
に
外
国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
外

九
年
十
月
一
日
の
時
点
で
現
に
外
国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ
て
い
る
場
合
に

国
人
労
働
者
の
氏
名
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間
等
の
一
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

は
、
当
該
外
国
人
労
働
者
の
氏
名
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間
等
の
一
に
掲
げ

い
て
、
二
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
三
に
掲
げ
る
方
法
及
び
期
限
に

る
事
項
に
つ
い
て
、
二
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
三
に
掲
げ
る
方
法

従
っ
て
、
当
該
事
項
を
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共

及
び
期
限
に
従
っ
て
、
当
該
事
項
を
当
該
事
業
主
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管

職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
る
こ
と
。
な
お
、
確
認
に
当
た
っ
て
の
留
意
事

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
る
こ
と
。
な
お
、
確
認
に
当
た
っ

項
は
、
四
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

て
の
留
意
事
項
は
、
四
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

届
出
の
方
法
・
期
限

三

届
出
の
方
法
・
期
限

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
を
有
さ
な
い
外
国
人
労
働
者
（
ハ
に
該
当

ロ

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
を
有
さ
な
い
外
国
人
労
働
者
（
ハ
に
該
当

す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

雇
入
れ
に
係
る
届
出
、
離
職
に
係
る
届
出
と
も
に
、
雇
入
れ
又
は
離

雇
入
れ
に
係
る
届
出
、
離
職
に
係
る
届
出
と
も
に
、
雇
入
れ
又
は
離

職
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
、
労
働
施
策
の
総
合
的

職
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
、
雇
用
対
策
法
施
行
規

な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関

則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
様
式
第
三
号
（
以
下
「

す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
様
式

様
式
第
三
号
」
と
い
う
。
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
届
け
出
る
こ

第
三
号
（
以
下
「
様
式
第
三
号
」
と
い
う
。
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の

と
。

上
、
届
け
出
る
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

四

（
略
）

四

（
略
）

第
六
～
第
八

（
略
）

第
六
～
第
八

（
略
）
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（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
外
国
人
雇
用
状
況
の
通
知
の
様
式
を
定
め
る
件
の
改
正
）

第
四
条

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
外
国
人
雇
用
状
況
の
通
知
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
二
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

雇
用
対
策
法
施
行
令

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生

様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
条
件
の
一
部

改
正
）

第
五
条

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
条
件
（

平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
基
づ

生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号

き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
条
件

ロ
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
条
件

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
厚

の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
条
件
は
、
当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
特
定
の
職
種
に
従

）
第
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

事
す
る
労
働
者
（
当
該
事
業
主
の
人
事
管
理
制
度
に
照
ら
し
必
要
と
認
め
ら
れ

条
件
は
、
当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
特
定
の
職
種
に
従
事
す
る
労
働
者
（
当
該

る
と
き
は
、
当
該
事
業
主
が
そ
の
一
部
の
事
業
所
に
お
い
て
雇
用
す
る
特
定
の

事
業
主
の
人
事
管
理
制
度
に
照
ら
し
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
事
業

職
種
に
従
事
す
る
労
働
者
）
の
年
齢
に
つ
い
て
、
三
十
歳
か
ら
四
十
九
歳
ま
で

主
が
そ
の
一
部
の
事
業
所
に
お
い
て
雇
用
す
る
特
定
の
職
種
に
従
事
す
る
労
働

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
事
業
主
が
募
集
及
び
採
用
し
よ
う
と
す
る
任
意
の
労
働

者
）
の
年
齢
に
つ
い
て
、
三
十
歳
か
ら
四
十
九
歳
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

者
の
年
齢
の
範
囲
（
当
該
範
囲
内
の
年
齢
の
う
ち
最
も
高
い
も
の
（
以
下
「
範

事
業
主
が
募
集
及
び
採
用
し
よ
う
と
す
る
任
意
の
労
働
者
の
年
齢
の
範
囲
（
当

囲
内
最
高
年
齢
」
と
い
う
。
）
と
最
も
低
い
も
の
（
以
下
「
範
囲
内
最
低
年
齢

該
範
囲
内
の
年
齢
の
う
ち
最
も
高
い
も
の
（
以
下
「
範
囲
内
最
高
年
齢
」
と
い

」
と
い
う
。
）
と
の
差
（
以
下
「
特
定
数
」
と
い
う
。
）
が
四
か
ら
九
ま
で
の

う
。
）
と
最
も
低
い
も
の
（
以
下
「
範
囲
内
最
低
年
齢
」
と
い
う
。
）
と
の
差

場
合
に
限
る
。
）
に
属
す
る
労
働
者
数
が
、
範
囲
内
最
高
年
齢
に
一
を
加
え
た

（
以
下
「
特
定
数
」
と
い
う
。
）
が
四
か
ら
九
ま
で
の
場
合
に
限
る
。
）
に
属

年
齢
か
ら
当
該
年
齢
に
特
定
数
を
加
え
た
年
齢
ま
で
の
範
囲
に
属
す
る
労
働
者

す
る
労
働
者
数
が
、
範
囲
内
最
高
年
齢
に
一
を
加
え
た
年
齢
か
ら
当
該
年
齢
に

数
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
範
囲
内
最
低
年
齢
か
ら
一
に
特
定
数
を

特
定
数
を
加
え
た
年
齢
ま
で
の
範
囲
に
属
す
る
労
働
者
数
の
二
分
の
一
以
下
で

加
え
た
年
齢
を
減
じ
た
年
齢
か
ら
範
囲
内
最
低
年
齢
か
ら
一
を
減
じ
た
年
齢
ま

あ
り
、
か
つ
、
範
囲
内
最
低
年
齢
か
ら
一
に
特
定
数
を
加
え
た
年
齢
を
減
じ
た

で
の
範
囲
に
属
す
る
労
働
者
数
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

年
齢
か
ら
範
囲
内
最
低
年
齢
か
ら
一
を
減
じ
た
年
齢
ま
で
の
範
囲
に
属
す
る
労

働
者
数
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
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（
高
年
齢
者
等
職
業
安
定
対
策
基
本
方
針
の
一
部
改
正
）

第
六
条

高
年
齢
者
等
職
業
安
定
対
策
基
本
方
針
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
五
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
３

事
業
主
が
行
う
べ
き
諸
条
件
の
整
備
等
に
関
し
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
第
３

事
業
主
が
行
う
べ
き
諸
条
件
の
整
備
等
に
関
し
て
指
針
と
な
る
べ
き
事

項
項

１
事
業
主
が
行
う
べ
き
諸
条
件
の
整
備
に
関
す
る
指
針

１
事
業
主
が
行
う
べ
き
諸
条
件
の
整
備
に
関
す
る
指
針

事
業
主
は

高
年
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く

そ
の
意
欲
及
び
能

事
業
主
は

高
年
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く

そ
の
意
欲
及
び
能

、
、

、
、

力
に
応
じ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
企
業
が

力
に
応
じ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
企
業
が

果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
し
つ
つ

労
働
者
の
年
齢
構
成
の
高
齢
化
や
年

果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
し
つ
つ

労
働
者
の
年
齢
構
成
の
高
齢
化
や
年

、
、

金
制
度
の
状
況
等
も
踏
ま
え

労
使
間
で
十
分
な
協
議
を
行
い
つ
つ

高
金
制
度
の
状
況
等
も
踏
ま
え

労
使
間
で
十
分
な
協
議
を
行
い
つ
つ

高

、
、

、
、

年
齢
者
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
た
雇
用
機
会
の
確
保
等
の
た
め
に
次
の

年
齢
者
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
た
雇
用
機
会
の
確
保
等
の
た
め
に
次
の

。
。

⑴
か
ら
⑺
ま
で
の
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る

⑴
か
ら
⑺
ま
で
の
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る

⑴
募
集
・
採
用
に
係
る
年
齢
制
限
の
禁
止

⑴
募
集
・
採
用
に
係
る
年
齢
制
限
の
禁
止

労
働
者
の
募
集
・
採
用
に
当
た
っ
て
は

労
働
者
の
一
人
ひ
と
り
に

労
働
者
の
募
集
・
採
用
に
当
た
っ
て
は

労
働
者
の
一
人
ひ
と
り
に

、
、

よ
り
均
等
な
働
く
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う

労
働
施
策
の
総
合
的

よ
り
均
等
な
働
く
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う

雇
用
対
策
法

昭
和

、
、

、
、

（

な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関

年
法
律
第

号
に
お
い
て

募
集
・
採
用
に
お
け
る
年
齢
制
限

4
1

1
3
2

）

、

、
、

、

す
る
法
律

昭
和

年
法
律
第

号
に
お
い
て

募
集
・
採
用
に

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が

高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て

（

4
1

1
3
2

）

お
け
る
年
齢
制
限
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が

高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進

歳
以
上
の
高
年
齢
者
を
募
集
・
採
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る

、

6
0

、
。

を
目
的
と
し
て

歳
以
上
の
高
年
齢
者
を
募
集
・
採
用
す
る
こ
と
は

6
0

認
め
ら
れ
て
い
る

な
お

雇
用
対
策
法
施
行
規
則

昭
和

年
労
働
省
令
第

号
第

。
、

（

4
1

2
3

）

な
お

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定

１
条
の
３
第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て

上
限
年
齢
を
設

、
、

及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

昭
和

年
労
働

定
す
る
と
き
に
は

法
第

条
の
２
に
基
づ
き

求
職
者
に
対
し
て
そ

（

4
1

1
8

、
、

。

省
令
第

号
第
１
条
の
３
第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て

の
理
由
を
明
示
す
る

2
3

）

上
限
年
齢
を
設
定
す
る
と
き
に
は

法
第

条
の
２
に
基
づ
き

求

、
、

、

1
8

。

職
者
に
対
し
て
そ
の
理
由
を
明
示
す
る

（

）

（

）

⑵
⑺

略
⑵

⑺
略

～
～

（

）

（

）

２
・
３

略
２
・
３

略



- 10 -

（
雇
用
政
策
基
本
方
針
の
廃
止
）

第
七
条

雇
用
政
策
基
本
方
針
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
一
号
）
を
廃
止
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動

変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
の
一
部
改
正
）

第
八
条

平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号
（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
か
ら
第

七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
）
を
次
の
表
の
よ
う
に
改

正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生

一

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
の
最

活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
賃

低
額

四
千
九
百
四
十
円

金
日
額
の
最
低
額

四
千
九
百
四
十
円

二

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生

二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
就
職
促
進
手

活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

当
の
日
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
百
分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五
十
ま
で
の
範

就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
百
分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五

囲
の
率
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
額
で
あ
っ
て
、
同
条
第
五
項
か

十
ま
で
の
範
囲
の
率
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
額
で
あ
っ
て
、
同

ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
変
更
後
の
額

四
千
九
百
四
十
円
以
上
一
万

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
変
更
後
の
額

四
千
九
百
四
十

二
千
百
四
十
円
以
下
の
額

円
以
上
一
万
二
千
百
四
十
円
以
下
の
額
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附

則

（
適
用
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十

一
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
適
用
の
際
現
に
あ
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
告
示
の
適
用
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。


